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２～３ 月 の 行 事 予 定

２月２５日（火）学力アップ週間（～ 28日）
２６日（水）幼保小連絡会

２７日（木）学校評議員会

２８日（金）６年生を送る会

お別れ遠足 集団下校

３月 ２日（月）命について考える日

６日（金）学級ＰＴＡ，特支交流会

なわとび発表会（１年）

７日（土）おはなしの森

８日（日）第３回ＰＴＡ愛校作業

１７日（火）卒業式予行

２４日（火）卒業式

２５日（水）修了式

２６日（木）小中連絡会

２７日（金）離任式，ＰＴＡ送別会

活躍・入賞おめでとう！活躍・入賞おめでとう！

【第３５回ゆめ立体・彫刻展】

《特選》２年 巽 絵菜 ３年 有水 千奈

４年 上原 啓 ６年 福德 流

【商工会議所 かごしまジュニア検定合格】

６年 上原 巧 岩崎 陽菜 奥 陽佳璃

【市道義高揚・豊かな心推進大会表彰】

《善行児童》 ６年 上原 巧

《市花いっぱいコンクール銀賞》 青葉小学校

【霧島市教職員卓球大会 ５人制の部】

《優勝》 青葉小学校レェジエンドチーム

【地区教職員教育論文・実践記録】

《緑の教育賞（学校賞）受賞》

緑の募金ありがとうございました！緑の募金ありがとうございました！
１０日（月）から毎朝，栽培委員会が中心

となって募金活動に取り組み，６，６７７円

の募金が集まりました。皆様の善意に深く感

謝します。御協力，ありがとうございました。

教育課程編成中です！
令和２年度より，新学習指導要領による教

育活動が全面実施されます。現在，本校でも

来年度の教育課程編成（指導計画作成）を進

めています。時間割，下校時刻の変更点など，

詳細が分かりましたら，後日お知らせします。

ます。

これまで，県総合教育センターに勤務し

ていたとき，職務の関係で鹿児島県内各地

（南は指宿・串良から北は出水までの商業

・工業・農業高校等）の高校訪問をする機

会がありました。その時感じたことは，ど

この高校でも，あいさつが徹底している高

校生の姿でした。高校籍の同僚職員と一緒

に，彼が前年度まで勤務していたある総合

学科のある高校に行ったときは，実に嬉し

げに生徒達が彼の元に走ってきて，親しみ

と敬意を込めたあいさつをする姿に感心し

たこともありました。

「あいさつ」は，社会に出て仕事をする

ようになった時にも，人と接する時のマナ

ーとして身につけておきたいことです。「あ

いさつは，心と心を結ぶ架け橋」というこ

とを述べた人もいます。

また，前任校で中学校長をしていたとき

のこと。職場体験学習を終えて戻った中学

校の生徒達が，どの生徒も学んだこととし

て話したこと。それは，「どの会社や企業

・職場でも，その責任者の方が，あいさつ

をしっかりすることが大事，それができな

い人は採用しない」と，挨拶の大切さを教

えてもらっていたことです。まさに，あい

さつは，「人」を相手にする仕事の基本中

の基本。あいさつが普通にできること，相

手の立場に立って挨拶できることが大切で

す。

これまた，前任校のことで恐縮ですが，

学校に出入りしていた工事関係者で大変感

心したお仕事の挨拶をする方がいました。

この方は，県内大手の誰もがよく聞く建設

業者の方でした。学校の外壁工事の責任者

ということもあったのでしょうが，毎朝必

ず，わざわざ校長室にきて「工事を始めま

す。よろしくお願いします」そして，夕方

必ず，校長室に来て「今日の工事を終わり

ます。ありがとうございました。」と挨拶

をされるのです。それをやる姿に大変感心

しました。その方の挨拶から，「その人の

仕事に対する構えなんだろうな」と感心し

ました。その時心に浮かんだのが，「まさに，あ

いさつは，その人の仕事に対する考え方，生き

方を表している」という言葉でした。

全校朝会では，「あいさつは，その人の生き方

を表します。お互いが，気持ちよく接すること

ができるような挨拶ができるようになりたいで

すね。青葉小学校の皆さんが，時と場に応じた，

気持ちよいあいさつができる人になって欲しい

ですね。」と話すことでした。

～語り継ぐかごしまの教え集から～
ふるさとはいのちの泉，いのちの力，ふるさとは

心の宝。月も日も大和のかたぞ懐かしき わがふた

親のあると思へば （種子島・わかさ伝説）

２月の学校の様子から
５日（水）は，６年生が「いのちの教室」を実

施しました。保健センターから３名の保健師の先

生を講師にお招きし，胎内での胎児の心拍音を聞

いたり，胎児が手足を動かしている様子を視聴し

たりして，改めて命の尊さについて深く考える機

会をもつことができました。

７日(金)に新入学説明会を実施しました。入学

予定の園児たちは，学校見学，体験授業を行いま

した。短い時間でしたが，小学校の楽しい雰囲気

を味わい，４月の入学を心待ちにしている様子で

した。来年度は，３７名が入学予定です。

８日（土）の２・３校時に４年生が１／２成人

式を実施しました。この日のために，自分が就き

たい職業の衣装を１学期から準備を始めて舞台へ

登場した子供たちは，自分の将来の夢を実技や実

演，クイズ，ストーリーテリングなど様々な方法

で楽しく紹介することができました。会の後半で

は，保護者の方と手紙の交換を行い，子供たちは，

自分に対する親の深い愛情を知り，感極まった様

子でした。すばらしい演出と子供たちの練習の成

果で「笑いあり涙あり」の感動の渦に包まれた式

になりました。

１９日（水），全

学年でＮＩＥタイ

ムに取り組みまし

た。活動の紹介が

３月の南日本新聞

に掲載される予定

です。

「あいさつはその人の生き方

をあらわす」

校長 松元 正勝

２月になるといつも思い出すのが。福岡

の太宰府天満宮と菅原道真公の飛び梅の話。

この青葉の地でも，やがて来る春を前に，

梅の花を見かけます。

まとめ・飛躍の３学期と位置付け，子供

たちが自分の夢実現に向け，日々の学習や

運動に一生懸命取り組んでいる姿を見るの

は嬉しいものです。

さて，昨年４月，本校に赴任して以来，

子供たちに呼びかけている「あいさつ」の

ことを，２月初旬の全校朝会で話しました。

話のテーマは，「あいさつは，その人の生

き方をあらわす」ということでした。

子供たちを見ていると，朝の登校時間や，

来客があったとき，校内で巡回するときな

ど，時と場に応じたあいさつをする様子を

見ることができます。登校してくる時，大

変気持ちのよい挨拶をする子供がたくさん

います。また，わざわざ立ち止まってあい

さつをする子や横断歩道を渡り終えて，「あ

りがとうございました」と丁寧に礼をする

姿も見かけます。また，校内で，来校され

た方々への挨拶や，私とすれ違うとき会釈

をする子など，気持ちよい挨拶をする子供

に育っている姿を見かけるのは大変嬉しい

ことです。また，そんな日常の姿が，６年

生が修学旅行先の熊本城ですれ違った多く

の観光客の方々から「挨拶のいい子供たち

ですね。どこの学校ですか」と言われるほ

ど，習慣化している子供たちがたくさんい




